
 

 

 

 

1） 他職種連携における、信頼される看護を発信する 

活動方法： 

① 対象者に対する生活の視点を高め、チームの一員としての看護の役

割を発揮する 

② 心をひとつに、正しく話し合える職場づくり 

③ 信頼されるための看護の専門性を発揮する 

信頼できる看護の 5 つの柱 

 

    
④ 看護(専門)外来の開設 

⑤ 地域包括支援システムの中での看護の役割を確立する 

（退院支援調整看護師の役割の確立） 

2） 看護職の勤務環境の整備 

活動方法： 

① 勤務環境改善の観点から業務量調査を実施し、 

PDCA ｻｲｸﾙを回し、業務改善の基に勤務環境を整備する 

② 計画の視点を重視する  

ⅰ）働き方・休み方改善       ⅱ）職員の健康支援  

ⅲ）働きやすさ確保のための環境整備 ⅳ）働きがいの向上 

   

1.知識・技術
の向上

２.接遇の向上

３.伝達・申
し送りの徹底

4.自信の持て
る分野を持つ

5.相互援助を
行う


